
「ルクサンブール公園の午後」

俳譜白根嶽、本文の冒

頭部分です。吉日、露

泊の名前があります。

内　　時　日
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い
ざ
な

わ
か
き
ち
歴
史
綜
訪
、
足
も
と
の
文
化
遺
産
へ
の
請
い

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
『
岸
本
調
和
点
巻
』

元
禄
7
年
（
1
6
9
4
）
1

月
8
日
に
開
か
れ
た
句
会
の

席
で
、
出
席
者
が
作
成
し
た

企
画
展
　
甲
州
俳
誌
展
～
軍
費
俳
瞳
を
蓉
観
的
に
み
る
～

会
　
期
　
2
月
1
4
日
（
日
）
ま
で

旬
を
記
録
し
、
採
点
し
た
も
　
√
生
島

の
で
す
。
調
和
（
壷
瓢
軒
）
と
∴

こ
ひ
ょ
う
け
ん

わ
か
い
ど
う

甲
州
の
俳
譜
は
、
1
7
世
紀
の
後
半
に
、
甲

府
と
谷
村
の
2
カ
所
で
起
こ
っ
た
動
き
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

甲
府
で
は
、
江
戸
の
俳
人
・
岸
本
調
和
の

指
導
の
も
と
、
地
元
俳
人
の
一
瀬
調
実
ら
が

出
版
活
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
谷
村
で
は
、

松
尾
芭
蕉
が
谷
村
藩
秋
元
家
の
高
山
菓
増
と

交
流
を
重
ね
、
天
和
3
年
（
1
6
8
3
）
の
谷

村
流
寓
や
、
貞
享
2
年
（
1
6
8
5
）
「
野
ざ
ら

し
紀
行
」
の
旅
の
途
中
で
の
訪
問
な
ど
、
甲
州

と
の
関
係
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
動
き
は
、
中
心
で
あ
っ
た
調

和
・
芭
蕉
2
人
の
死
去
に
よ
り
、
い
っ
た
ん

は
途
絶
え
ま
す
が
、
宝
暦
年
間
（
1
7
5
1
～

1
7
6
3
年
）
以
降
に
は
、
蕉
風
俳
譜
へ
の
回

帰
を
謳
っ
た
江
戸
の
俳
人
た
ち
と
、
彼
ら
の

指
導
を
受
け
た
甲
州
の
俳
人
た
ち
が
、
甲
州

俳
壇
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

こ
の
中
の
1
人
が
上
矢
敲
氷
で
、
幕
末
に

は
都
留
市
の
俳
人
た
ち
の
多
く
が
、
彼
の
門
弟

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
散
水
が
受
け
継

い
だ
江
戸
の
蕉
風
と
は
別
に
、
五
味
可
都
里
が

京
都
や
名
古
屋
な
ど
、
江
戸
以
外
の
蕉
風
を
広

め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
甲
州
に
は
敲
氷
と

可
部
里
の
2
人
を
中
心
と
し
た
派
閥
が
並
び

立
っ
て
、
幕
末
に
至
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

【
用
語
説
明
】

※
野
ざ
ら
し
紀
行

松
尾
芭
蕉
が
、
母
の
墓
参
を
目
的
に
伊
賀

上
野
（
三
重
県
伊
賀
市
）
ま
で
の
旅
を
記
し
た

俳
詣
紀
行
文
で
す
。
江
戸
か
ら
東
海
道
を
通

り
伊
賀
上
野
で
越
年
し
、
京
都
な
ど
を
旅
し
、

甲
斐
国
を
経
て
江
戸
へ
帰
還
し
て
い
ま
す
。

※
蕉
風
俳
譜

松
尾
芭
蕉
が
大
成
し
た
俳
譜
の
概
念
で
す
。

震
綜
績
摺
紹
紛
】

○
『
俳
詣
白
根
嶽
』
　
一
瀬
調
実
　
績

貞
享
2
年
（
1
6
8
5
）
に
刊
行
さ
れ
た
、

甲
州
で
最
も
古
い
俳
書
で
す
。
天
和
2
年

（
1
6
8
2
）
に
岸
本
調
和
に
弟
子
入
り
し
た

調
実
が
、
師
の
援
助
を
得
て
出
版
し
ま
し
た
。

書
名
は
、
甲
斐
国
の
山
名
に
ち
な
む
も
の
で
、

内
藤
露
泊
や
京
極
盲
月
な
ど
の
誇
縮
人
や
、

福
田
露
言
・
高
井
立
志
二
品
野
幽
山
な
ど
、

当
時
の
江
戸
に
お
け
る
有
名
俳
人
が
名
を
つ

ら
ね
、
華
麗
な
俳
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
俳
人
の
二
世
立
志
（
和
講
堂
）
が
1
0
点
満
点
で

採
点
を
し
、
点
数
ご
と
に
称
号
を
つ
け
て
い
ま
す
。

一
瀬
調
実
ら
を
通
し
て
甲
府
の
俳
人
と
結

び
つ
い
た
調
和
が
、
積
極
的
に
俳
譜
の
指
導

を
し
て
い
る
様
子
が
分
か
る
資
料
で
す
。

○
『
猿
橋
小
葉
』
　
運
水
　
編

寛
政
6
年
（
1
7
9
4
）
．
に
刊
行
さ
れ
た
、
郷

土
の
俳
人
・
運
水
が
出
版
し
た
俳
書
で
す
。
連

句
3
6
、
発
句
2
9
8
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
発

句
の
作
者
は
陸
奥
国
（
東
北
地
方
）
か
ら
備
後
国

（
広
島
県
東
部
）
ま
で
広
範
囲
に
及
ん
で
い
ま
す
。

短
歌
・
長
歌
、
漢
詩
な
ど
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、

『
甲
斐
国
志
』
の
郡
内
地
域
編
さ
ん
を
担
当
し
た

森
嶋
弥
十
郎
共
進
も
漢
詩
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

編
者
の
運
水
は
田
野
倉
村
の
人
で
、
上
矢

蝉
田
識
美
術
館
企
画
展

『
パ
リ
ジ
ャ
ン
百
態
②
』

ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル

公
園
は
、
パ
リ
市
内

最
大
の
公
園
で
リ
エ

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
庭
園

と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
庭
園
内
に
は
数

多
く
の
彫
像
や
記
念

碑
、
噴
水
が
あ
り
ま
す
。

会
　
期
　
2
月
2
8
日
（
日
）
ま
で

会
　
場
　
増
田
誠
美
術
館
（
ふ
る
さ
と
会
館
2
階
）

開
館
時
同
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
0
0
分

休
館
日
　
月
曜
日
、
第
3
火
曜
日
、

祝
日
の
翌
日

間
合
先
　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
℡
（
坐
8
0
0
8

敲
氷
の
門
人
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
猿

橋
の
絵
も
入
っ
て

お
り
、
絵
入
り
俳

書
と
し
て
も
貴
重

な
も
の
で
す
。

騨
牽
け
根
敵
手

青
嵐
∵

－
鴨
晩
翠
淘
菰
勅
書
殊
継
ぐ
わ
烏

・
魚
肥
－
9
「
上
船
は
り
馳
珍
事
兜

ゝ
手
品
焼
魚
手
管
巷
の
凄
盤
怒
荘
厳
綿

布
壌
章
も
き
き
」
，
韓
五
和
ん
態
埼

玉
i
圭
花
王
疎
っ
Y
紗
霧
の
概
、
タ
祝
番
愁

開
館
時
同
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

観
覧
料
一
般
　
　
3
0
0
円
（
2
1
0
円
）

高
・
大
学
生
　
2
0
0
円
（
1
4
0
円
）

小
・
中
学
生
　
1
0
0
円
（
　
　
7
0
円
）

※
（
　
）
内
は
2
0
名
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
、
第
3
火
曜
日
、

祝
日
の
翌
日

間
合
先
　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
℡
（
坐
8
0
0
8

エ
ク
セ
ル
入
門

対
象
者
　
市
内
在
住
1
8
歳
以
上
で
キ
ー
ボ
ー
ド
・

マ
ウ
ス
の
使
え
る
方

3
月
7
日
（
目
）

午
前
9
時
3
0
分
～
正
午

午
後
1
時
～
4
時
3
0
分

入
力
、
表
の
作
成
、
書
式
設
定
、
簡

単
を
計
算
な
ど
を
行
い
ま
す
。

定
員
　
1
5
名

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

開
館
時
間
　
午
前
9
時
0
0
分
～
午
後
5
時
1
5
分

休
館
日
　
2
月
1
日
（
月
）
、
8
日
（
月
）
、
日
日

（
祝
）
、
1
5
日
（
月
）
、
2
2
日
（
月
）
、
2
6
日
（
金
）

申
込
・
間
合
先

情
報
未
来
館
　
℡
（
4
3
）
1
4
5
2


